
昨年の秋！アピオス大ホールは音楽を愛する
おやじ達とそのおやじ達を応援する観客が一体と
なって揺れた！去年の熱いステージ、そして輝く
おやじたちをもう一度！ということで、おやじバンド
コンテストはすでに動き出しています。今年も多数の
応募があり、審査の結果、７組が本選へ出場します。
今年もどのバンドもレベルが高く、選考にはすごく
悩みました。本番では、７組のバンドの皆さんと
ともに、私も司会者としてステージを熱く盛り上げ
ます！音楽から生まれる友情、そして固い絆。
その感動はアピオス大ホールいっぱいに広がる
ことでしょう！<みのンぱ編集局特派員 田村智子>
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市内の小学６年生がみの～れでTAP　DO！の
ショーを鑑賞しました。指定席のチケットを
ボランティアスタッフにもぎってもらう段階で
もうワクワク。ショー本番では、タップを踏み
ながらの演技に、笑ったり手拍子を合わせたり、
本物の演技にすっかり夢中な様子でした。
ホールから帰るときは、どの子も笑顔で「とても
楽しかった。また観たいな！」と口々に話して
バスに乗り込みました。感動を受けとめた
子どもたちは、心豊かに成長してくれること
でしょう。

<みのンぱ編集局　福島ヤヨヒ>

おやじバンドコンテスト
出場バンド決定！
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TAP DO ! 
本物を体験！笑顔で「楽しかったよ」　学校芸術鑑賞会
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満席の会場内は、『ダンゴ』があることを感じ
させない妖艶な大人の雰囲気が漂っていま
した。また、演奏者用の「ただのイス」と思って
いたものが、曲によっては打楽器に変わる
という斬新なパフォーマンスも最高でした！演奏
は全部で１５曲。NHK連続TV小説「てっぱん」
より「ハバネラ」の歌は、タンゴバージョンにアレ
ンジされていて、TVから流れていた演歌調と
はまた違った雰囲気でとてもステキでした！

<みのンぱ編集局　野手 利江>

2.Manic Depression
1.Pride（オリジナル）

つ いにメジャーデビューを果たした 「かぐら」。
みの～れでのライブはデビュー前から数えると
今回で８回目。言わば凱旋ライブ！開場前から
熱心なファンが集まり、「かぐらトーク」に花を
咲かせていました。ライブではお馴染みの曲から
新曲まで全１４曲を聴かせてくれました。なかでも
フジテレビ「ウチくる！？」の６・７月のエンディング
テーマだった「花恋（かれん）」はかぐらのお２人に
とっても自信作とのこと。現在発売中のアルバム
にも収録されています。またみの～れに帰って

きてね！　　　　　 <みのンぱ編集局 酒井和美>

ちょうどこの日は「七夕ライトダウン」運動で、実は開催が
危ぶまれていたそうだ。しかし、当初の企画を変更
し、ペンライトの明かりを頼りにしながらの座談会と
いう今回の開催に至った。ゲストの茨城県生活
文化課の武田順係長からは、「小美玉市は住民
参画によるホール運営の先駆者。これからもどん
どん文化を創造発信していってほしい。」と大変あり
がたいお言葉。プロジェクトメンバーの皆さんは、そ
んな嬉しい言葉を噛み締めながら、七夕の夜に
『小美玉市の「文化によるまちづくり」の成功』を
願ったに違いない。　　     　　　　
　　　　　　　　　　

<みのンぱ編集局　貝塚 勇>
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